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北海道歴史教育者協議会

会長 岩間 忠廣

２０１５年北海道歴史教育者協議会冬の全道研究集会のご案内

時下、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

このたび、標記研究集会を別記要項のとおり開催いたします。

子どもたちの健やかな成長を願い、また社会の一員として豊かな教養と人間性を培

う教育を期待される現代において、私たち北海道歴史教育者協議会は、子どもたちの

現在、地域の現在に向き合い、これからの社会科教育がどうあるべきか、積極的に提

示して参りました。

今年度の集会は、日本国憲法をめぐる人権・平和のさまざまな課題や、国際社会と日

本の関係などを考える事件も多く、これからの社会の有り様をいかに考えるのか、そし

て私たち社会科教師が未来を創造する次世代に何を教えるのか、ということに真摯に向

き合う学習の場を持つことを主眼として開催いたします。

その上で常に子どもとともにある「授業」について、すぐれた授業実践から授業をつ

くる過程、子ども達の活動などを学びあいたいと思います。

つきましては、時節柄、業務ご多忙のところ恐縮に存じますが、ぜひ本集会要項を

貴校教員のみなさまにご紹介下さいますよう、お願い申し上げます。

【問い合わせ】

北海道歴史教育者協議会事務局

村上博章
Ｅmail（dorekkyo.jimukyoku@gmail.com）



北海道歴史教育者協議会冬の全道研究集会 2015年１月５・６日

《主催》北海道歴史教育者協議会

研究テーマ 現在をみつめ、未来を拓く、社会科教育を
い ま

～平和と民主主義を子どもとともに～

と き ２０１５年１月５日（月）６日（火）

ところ 札幌エルプラザ 男女共同参画センター４階各研修室
（札幌市北区北８西３ ＪＲ札幌駅北口）
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５日（月） 研究委員会議 会員総会 受 企画１ 講演 企画２ 講座 交流会
（２ F会議コーナー） 付

9 10 11 12 13 14 15

６日（火） 企画３（分科会） （昼食） 全
生活科・地理／歴史／憲法・政経・公民 体
小中高授業実践交流 会

企画１ 講演 日本の過去・現在・未来―戦後補償の意味と行方
〔５日 15:00 ～ 17:30 ４Ｆ大研修室〕

講師 ： 本庄十喜さん（北海道教育大学札幌校）

企画２ 講座 教える前にすっきりさせたい、あんなことこんなこと
～諸説乱立、対立、現場は中立？！どうする？

〔５日 18:00 ～ 20:00 ４Ｆ大研修室〕

Ａ：戦中戦後史講座 コメンテーター 本庄十喜さん
Ｂ：現代社会講座 コメンテーター 田中健太郎弁護士

企画３ 授業実践分科会 〔６日 9:00 ～ 14:30 ４ F 各研修室〕

Ａ 生活科・地理

「中学校 忘却に抗う学びへの転換～民衆分断への対立軸をそなえた学びをめざして～」

「小学校 聞き取りから学ぶ水害の授業」

「小学校 お米の授業」

Ｂ 歴 史

「ドイツは戦争をどう記憶してきたか～ベルリンの旅より」

「インパール作戦に参加した日本兵のおじいちゃんは語った」

「中学校 よし北海道に移住するぞ！と決意した家族を授業した」

Ｃ 憲法・政経・公民

「胆振まるごと アフターケア～ JESCO 見学会と原発廃棄物処理」
「弁護士会と憲法授業をしましょうよ～集団的自衛権行使「閣議容認」と高校生の意見」

「なぜ社会科学的思考力を育てることが必要なのか」

○掲載レポート以外の報告

も多く出されます。ここで

報告し意見を交換してさら

に実践を鍛えていく場。当

日持ち込みも可です。ぜひ

みなさんも積極的にレポー

トしてください。



＝＝集会案内＝＝

・参加費 教員・一 般 二日通し３０００円 （１企画 １０００円）

学生・年金者 二日通し１０００円 （各企画別はありません）

＊当日受付でお支払いください

・会 場 札幌エルプラザ４F男女共同参画センター研修室

札幌市北区北８西３ ＪＲ札幌駅北口 地下通路出口１２

エルプラザ駐車場は長く使用すると高額になるのでホテル駐車場などの利用を

オススメします

《会員総会》大研修室 ５日 13:00～ 14:45
《企画１》 大研修室 ５日 14:45～受付 15:00開会
《企画２》 大研修室 ５日 17:30～受付 18:00開会
《企画３》 中研修室 ６日 8:50～受付 9:00開会

・分科会 報告する方は、申込み時に分科会指定をして

レポート名をお知らせください。

レポートは、４０部用意してください。

・交流会 会費 ３０００円（予定）

・宿 泊 ホテル斡旋はしておりません。各自ご予約ください。

・注 意 エルプラザは市の公共施設です。販売活動はできませんのでご理解ください。

・連絡先 当日の緊急連絡先 090-7650-7615 現地事務局 平井

《集会参加申し込み》→用紙記入の上FAX/または下記項目をＥメールで１２月15日まで

氏名 男 年代 教員・一般 勤務先・所属等

女 代 学生・年金者

自宅住所 〒（ ） 連絡電話（ ）

連絡FAX（ ）

E.mail （ ）

■講座参加予定（〇を） 交流会参加

Ａ 戦後史講座（ ） Ｂ 現代社会講座（ ） ・す る ・しない

■分科会参加予定（○を） その他

①生活科・地理（ ） ②歴史（ ） ③憲法・政経・公民（ ）

→レポート 無・有（ﾀｲﾄﾙ ）

【参加申し込み】北海道歴教協事務局 村上 博章あて
FAX（０１２６－２５－８６７６）またはＥmail（dorekkyo.jimukyoku@gmail.com）

＊なお申し込み受付証は発行しません。レポート等で特に連絡が有る場合のみこちらから連絡いたします。

＊参加費は当日受付で支払いをお願いします。事前申込みが無くても当日参加することができますが、会場準備の都

合上、なるべく１２月１５日までにお申し込み下さい。



【わたしたちの会について】

（略称 どうれききょうきょう）

私たちの会は、小中高校大学の社会科教員でおもに構成されています。会員

は日常の社会科の授業研究や、歴史の掘り起こし、憲法・平和や人権、民族の

問題など多様な課題に興味を持って参加し、自発的で相互刺激的な研究・実践

を行っています。自由に何でも教材にできる、とことん深めることができる、

とても刺激的で、自分の実践意欲、教材研究意欲が刺激されるサークルです。

会の名称は「歴史教育」ですが生活科・社会科の地理、歴史、公民、政経、倫

理、さらに総合学習全般を研究しています！

【研究集会】夏は全道各地を研究・授業対象として開催する「まるごと授業づくり」研

究会を開催しています。地域をフィールドワークし、参加者全員で議論しながら「授業

プラン」を創り上げます。地域を学ぶ視点、人とのつながり方、見学学習や授業の組

み方、事前学習や事後学習の持ち方など、参加した教師自身が「こども」の目線も同

時に持ちながら授業づくりを学ぶことができます。冬は1月初旬に札幌で研究会。201

３年は「メディア」「原発」をテーマにした講演や講座、会員の授業実践を学びあう分

科会を行いました。

【日常活動】地域ごとの支部や、学校種ごとの支部が日常的に集まり研究しています。メーリングリストによる情報交流も

活発です。困ったこと、授業のヒントについて例会やメールの交流で活発に情報交換しています。

問い合わせと入会

北海道歴教協事務局 村上博章 dorekkyo.jimukyoku@gmail.com

年会費４０００円で機関誌『北海道歴史教室』夏冬２号。

日常交流で膨大な教育、社会状況、教材の情報入手ができます。

※来年夏は、小樽・余市で「まるごと授業づくり」します。お楽しみに！

2013芦別まるごと授業づくり参加者感想
〇メロン試食が良かった。授業は実感を忘れちゃだめです。観念

で植え付けられたものは観念でひっくり返るでしょう。

〇農家のお話を直接聞けて良かった。知らないのに知った風で子

どもに話していることがたくさんあるなあと思いました。

〇いざ授業化するとなると難しくて頭を抱えましたが、同じグル

ープの先生方がアイデアを出してくれたり、教えてくれて楽し

く授業がつくれました。

〇芦別河原での野分けのごとき、朝鮮人寮あとの踏査がすてきな

体験でした。

〇本当はＦＷ１日参加の予定でしたが、やはり授業づくりも学び

たいと二日目も参加しました。参加して良かったです。


